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　はじめに

九州南方に位置する屋久島からは，これまで

に 951 種（24 目 112 科）の海産・汽水産魚類が

報告されており，琉球列島と日本本土に異所的に

分布すると考えられてきた姉妹種が屋久島沿岸で

は同所的に出現するなど，黒潮の強い影響下にあ

る同島の特異な魚類相が明らかにされている

（Motomura et al., 2010）．その後，第 4 著者により

千葉県立中央博物館・海の博物館に所蔵されてい

る屋久島から得られた魚類標本の調査が行われ，

フ サ カ サ ゴ 科 の ミ ズ ヒ キ ミ ノ カ サ ゴ Pterois 

mombasae (Smith, 1957) がみつかった．本種は南

日本の各地から得られた標本と生態写真に基づい

て，松沼・本村（2011）により初めて国内から記

録されたが，鹿児島県ならびに屋久島からの記録

はなかった．そこで，分布情報の蓄積のため，標

本に基づく屋久島からのミズヒキミノカサゴの記

録を報告する．また，ミズヒキミノカサゴと本種

の近縁種であるネッタイミノカサゴ P. antennata 

(Bloch, 1787) の日本国内における分布パターンと

黒潮の関連について議論した．

　材料と方法

標本の計数は Motomura et al.（2005a–c; 2006b）

と Motomura and Johnson（2006）に，計測は Mo-

tomura（2004a, b），Motomura et al.（2005b, 2006a, 

b）と松沼・本村（2011）にそれぞれしたがった．

頭部の棘，その他の部位の名称は尼岡（1984）お

よび本村ほか（2004）に，ミズヒキミノカサゴの

学名は松沼・本村（2011）にしたがった．標準体

長（Standard length）は体長あるいは SL と表記し

た．本研究で比較に用いたミズヒキミノカサゴと

ネッタイミノカサゴの標本は，松沼・本村（2011）

の「記載標本」と「比較標本」の項に目録されて

いる．なお，ネッタイミノカサゴの比較標本とし

て次の 7 個体を追加した．KAUM–I. 32021，体長

79.1 mm，KAUM–I. 32022，体長 99.1 mm，沖縄

県糸満市大度海岸，小枝圭太・松崎健太，手網，

2010 年 8 月 23 日；NSMT-P 30809， 体 長 58.5 

mm，伊豆諸島三宅島（34°07′02″N, 139°30′08″E），

1977 年 8 月 19 日；NSMT-P 80768， 体 長 72.8 

mm，沖縄県八重山郡竹富町・西表島網取湾，

1982 年 6 月 9 日；NSMT-P 90778，体長 70.0 mm，

高知県宿毛市沖ノ島母島港北，山村将士，2008

年 7 月 22 日；YCM 36181，体長 39.2 mm，鹿児

島県大島郡瀬戸内町須子茂，相模湾海洋生物研究

会，1995 年 8 月 21 日；YCM 36552， 体 長 62.4 

mm，鹿児島県大島郡瀬戸内町崎ノ目海岸，相模

湾海洋生物研究会，1995 年 8 月 26 日．また，ネッ

タイミノカサゴの分布情報として神奈川県立生命
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の星・地球博物館の魚類写真資料データベース

（KPM-NR）に登録されている次の資料を用いた．

伊 豆 諸 島 八 丈 島：KPM-NR 4333， 加 藤 昌 一，

1993 年 4 月 20 日；KPM-NR 28871, 28872，服部

克彦，1997 年 7 月 20 日；KPM-NR 34438，小林  裕，

1999 年 6 月 10 日． 和 歌 山 県 串 本：KPM-NR 

40856， 西 田 朋 弘． 沖 縄 諸 島：KPM-NR 12610，

安室島，松野清伯，1995 年 7 月 28 日；KPM-NR 

13367，安室島，山田陽介，1996 年 12 月 30 日；

KPM-NR 19296，伊江島，浅野　勤，1999 年 7 月

3 日；KPM-NR 25414，久米島，小林　裕，1997

年 10 月 27 日；KPM-NR 28110，嘉比島，妹尾万里，

1998 年 12 月 28 日．宮古諸島宮古島：KPM-NR 

5097，深沢安雄，1991 年 8 月 25 日．八重山諸島

石垣島：KPM-NR 81822，中本純市．本研究で用

いた標本は千葉県立中央博物館分館・海の博物館

（CMNH）に所蔵されており，CMNH をのぞいて

研究機関の略称は Sabaj Pérez (2010) にしたがっ

た．

　結果と考察

Pterois mombasae (Smith, 1957)

ミズヒキミノカサゴ（Figs. 1, 2A）

標本　CMNH–ZF 15450，体長 30.9 mm，鹿児

島県屋久島町一湊（30°27′28″N, 130°29′21″E），手

網，2006 年 7 月 13 日．

記載　背鰭 13 棘 10 軟条；臀鰭 3 棘 6 軟条；

胸鰭鰭条数 18（両体側）；腹鰭 1 棘 5 軟条；側線

上方鱗横列数 49；有孔側線鱗数 24；側線上方横

列鱗数 7；側線下方横列鱗数 11；背鰭の第 6 棘と

第 13 棘の棘基部における側線上方横列鱗数はと

もに 6；背鰭前方鱗数 4；鰓耙数 4 + 10 = 16．体

各部の体長に対する割合（%）は以下のとおり．

体 高 37.9； 臀 鰭 基 部 に お け る 体 高 29.4； 体 幅

20.1； 頭 長 40.8； 頭 幅 14.6； 吻 長 11.0； 眼 径

13.9；眼径中点での両眼間隔 8.7；前眼窩骨棘基

部での両眼間隔 8.1；上顎長 20.4；主上顎骨高 7.8；

眼後長 16.8；眼窩下縁から眼下骨隆起までの距離

0.6； 背 鰭 前 長 35.6； 臀 鰭 前 長 70.9； 腹 鰭 前 長

38.5；第 1 背鰭棘長 15.9；第 2 背鰭棘長 26.5；第

3 背鰭棘長 32.4；第 4 背鰭棘長 35.9；第 5 背鰭棘

長 39.5；第 6 背鰭棘長 42.1；第 7 背鰭棘長 43.4；

第 8 背鰭棘長 43.7；第 9 背鰭棘長 42.4；第 10 背

鰭棘長 38.5；第 11 背鰭棘長 17.8；第 12 背鰭棘長

12.9；第 13 背鰭棘長 17.2；第 1 背鰭軟条長 26.2；

最長背鰭軟条長 33.0（第 4 軟条）；第 1 臀鰭棘長 9.7；

第 2 臀鰭棘長 17.8；第 3 臀鰭棘長 22.3；第 1 臀鰭

軟条長 31.7；最長臀鰭軟条長 34.3（第 2 軟条）；

第 1 胸鰭鰭条長 76.1；第 2 胸鰭鰭条長 85.4；第 3

胸鰭鰭条長 88.0；第 4 胸鰭鰭条長 89.3；第 5 胸鰭

鰭条長 87.1；第 6 胸鰭鰭条長 85.1；第 7 胸鰭鰭条

長 83.8；第 8 胸鰭鰭条長 82.5；第 9 胸鰭鰭条長

78.0；腹鰭棘長 23.9；最長腹鰭軟条長 50.8；尾鰭

長 41.7；尾柄長 17.5；上部尾柄長 13.3；尾柄高

11.0．眼上皮弁の長さは眼径の 211.6%．

体は中庸で，後方に向うにつれてよく側扁す

る（Fig. 1）．体高は最長の背鰭棘とほぼ同長．体

側上方および頭部は弱い櫛鱗で，体側中央から腹

面にかけては円鱗でそれぞれ覆われる．吻と両顎

は無鱗．口は大きくわずかに傾斜し，その斜位は

体軸に対して約 40°．主上顎骨の後端は眼の中心

を通る垂線をやや越える．両顎歯帯は 4–6 列の円

錐歯からなり，後方に向うにつれて歯帯は細くな

る．鋤骨上に約 5 列の円錐歯からなる鈍い V 字

形の歯帯がある．口蓋骨歯はない．

吻端に 3 本のヒゲ状の皮弁がある．前鼻孔の

開口部にやや長い皮弁がある．眼上棘の先端に，

側面に 6 対の突起をともなう長い皮弁がある．眼

の表面の上方に 1 個の小さな半円形の皮弁があ

る．涙骨の前方下縁に 1 本のやや長いヒゲ状の皮

弁がある．前涙骨棘の先端に 1 本の長いヒゲ状の

皮弁があり，その先端は下顎をはるかに越える．

前鰓蓋の後縁に 2 本の短いヒゲ状の皮弁がある．

頭部のその他の部位に皮弁はない．頭部の各棘は

未発達で，眼後棘は大きな 1 棘のみで眼窩の後方

上縁にひさし形に張り出す．側部涙骨隆起と眼下

骨隆起に棘はない．

背鰭の第 1 棘と第 2 棘は他棘の間隔と比べて

よく接近し，第 1 棘の長さは第 2 棘の 0.6 倍．第

8 棘が最長でその長さは体高の 1.2 倍，第 12 棘が

最短．背鰭軟条は第 4 軟条が最長．臀鰭棘は第 3
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Fig. 1. Fresh specimen of Pterois mombasae. CMNH–ZF 15450, 30.9 mm SL, Yaku-shima Island, southern Japan. Photos by M. Aizawa.
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棘が最長，第 1 棘が最短．臀鰭軟条は第 2 軟条が

最長で背鰭の最長軟条とほぼ同長．胸鰭は大きく

鰭膜のなす輪郭は円弧形，鰭条はすべて不分岐で

上方の鰭条はよく伸長する．第 4 鰭条が最長でそ

の先端は尾鰭基底を越えるが，尾鰭後端には達さ

ない．最長鰭条は，その長さの約 1/2 まで鰭膜と

接合する．下方の軟条は上方の伸長する軟条と比

べて肥大する．腹鰭は大きく第 3 軟条が最長で，

その先端は臀鰭基部をはるかに越える．尾鰭の後

縁は円弧形．尾柄は短く低く，尾柄高は尾柄長の

0.6 倍．

色彩　標本の生鮮時の写真（Fig. 1）に基づく．

頭部と体の地色は乳白色．項部から尾柄にかけて

約 19 本の褐色横帯があり，体側面では太い横帯

の間に細い横帯が位置し，背鰭棘条部と臀鰭基底

付近では鰭膜に達する．光彩は黒色．眼を通る黒

色帯は，眼上棘基部から眼を斜走し前鰓蓋の後縁

にまで到る．下顎腹面に斑紋はない．眼上皮弁は

薄い褐色で，おもに側面の分岐対にあわせて約 8

本の黒色横帯がある．眼の表面上方の皮弁は黒色．

涙骨下縁の皮弁は白色．そのほかの頭部の皮弁は

白色で基部付近が薄く褐色がかる．背鰭棘条部の

地色は乳白色，それぞれの棘条に鰭膜まで達する

2–4 本の黒色帯がある．背鰭軟条部，臀鰭および

尾鰭は鰭膜が透明，鰭条が半透明から乳白色で，

各鰭の軟条上に小さな黒点と白点が交互に並ぶ．

胸鰭の鰭膜は地色が薄い褐色，後縁が細い黒色帯

で 2 重に縁取られ，約 16 個の黒色斑がある．胸

鰭の鰭条は地色が薄い褐色がかる乳白色で，伸長

する部位には淡い黒色の縞模様がある．腹鰭は棘

条が白色，軟条が薄い褐色，鰭膜の地色が薄い黒

色で，基底付近が強い黒色をおび，基底から第 2

軟条にかけて細い白色帯がある．

ホルマリン固定後にエチルアルコールで保存

下の標本の体色は，全体に褐色がかるほかは，生

鮮時とほぼ同じ．

分布　本種はインド・西部太平洋に分布し

（Poss, 1999；松沼・本村，2011），日本国内では

沖縄島周辺（沖縄県），屋久島（鹿児島県），四国

の太平洋側（愛媛県と高知県），紀伊半島（和歌

山県），伊豆半島（静岡県），および房総半島（千

葉県）から記録されている（松沼・本村，2011；

本研究）．屋久島産の標本は，一湊港付近の通称

“ タンク下 ” と呼ばれるダイビングポイントで採

集された．

備考　調査標本は背鰭が 13 棘 10 軟条，胸鰭

鰭条数が 18，側線上方鱗横列数が 49，眼窩下縁

と眼下骨隆起がよく接近する，体側面に多数の細

い褐色横帯がある，胸鰭鰭条に褐色の縞模様があ

る，胸鰭に 15–16 個の黒色斑があるという特徴が，

Smith（1957）や松沼・本村（2011）が示した P. 

mombasae の記載や図とよく一致した．

これまでにミズヒキミノカサゴは，国内では

房総半島以南の南日本から記録されているが（松

沼・本村，2011），鹿児島県ならびに屋久島から

の記録はなかった．したがって，本報告は屋久島

からの標本に基づく本種の初記録となる．なお，

松沼・本村（2011）は指摘していないが，彼らが

ミズヒキミノカサゴと同定した千葉県館山湾で撮

影された生態写真（KPM-NR 82854）は，鈴木ほ

か（2004）と萩原・木村（2006）にネッタイミノ

カサゴとして掲載されている．

国内においてミズヒキミノカサゴは，沖縄本

島周辺，屋久島，四国の太平洋側，紀伊半島，伊

豆半島，房総半島から記録されている（Fig. 2A）．

また，国内でネッタイミノカサゴは，本研究で調

査した標本と生態写真に基づく記録に加えて，屋

久島（Motomura et al., 2010）と愛媛県愛南町の室

手（平田，2011；右図）からの記録も含めて，八

重山列島から奄美諸島にいたる琉球列島の広域，

大隅諸島，四国の太平洋側，紀伊半島，伊豆半島，

房総半島，伊豆諸島および小笠原諸島の父島から

記録されている（Fig. 2B）．これら 2 種の分布は，

房総半島を北限とする南日本の太平洋側に限られ

ており，黒潮の流路とよく一致する．したがって，

国内では 2 種ともに，黒潮の影響下にある温暖な

海域にのみ出現し，東北地方の太平洋側など黒潮

の流路に当たらない海域に出現する可能性はきわ

めて低い．また，2 種の分布北限と考えられる房

総半島周辺では，ミズヒキミノカサゴは秋季に幼

魚個体しか記録されていないこと（鈴木ほか，

2004；ネッタイミノカサゴとして），2 種ともに
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同産地の標本は体長 40 mm 以下の小型個体しか

確認されていないことから（松沼・本村，2011：

ミズヒキミノカサゴ，NSMT-P 54352，体長 38.3 

mm；ネッタイミノカサゴ，KPM-NI 22989，体長

23.5 mm，ともに千葉県館山），おそらく房総半

島周辺でのこれら 2 種の出現は死滅回遊であると

考えられる．

ネッタイミノカサゴは琉球列島の広域から記

録されているのに対して，ミズヒキミノカサゴは

沖縄本島周辺からのみ確認されており，奄美諸島

や先島諸島からはこれまでのところ記録がない．

黒潮は琉球列島の西方を北上し，トカラ列島を太

平洋へ通過した後，屋久島の沖合を北上して本州

に到ることから（Motomura et al., 2010: fig. 1），屋

久島は奄美諸島よりも黒潮の影響を強くうけると

いえる．また，本部半島から辺戸岬にかけての沖

縄本島北西部は，同島のほかの地域と比較して地

理的に黒潮の影響を強くうけることが分かってお

り（桜井，未発表），本部半島の西側に位置する

瀬底島では，同一日に 6 個体ものミズヒキミノカ

サ ゴ が 採 集 さ れ て い る（ 松 沼・ 本 村，2011：

URM-P 4264–4269）．四国や本州での分布は両種

でほぼ一致するにもかかわらず，ミズヒキミノカ

サゴが奄美諸島からは記録されていない要因とし

て，本種がより黒潮の影響を強くうける地域に出

現する傾向があるのかもしれない．しかし，国内

でミズヒキミノカサゴはネッタイミノカサゴと混

同されていた経緯や，離島での魚類相調査は本州

沿岸と比較して頻度が少ないことを考慮すれば，

現在までに得られている分布情報だけで，これら

2 種のより細やかな分布パターンの傾向を明らか

にすることは難しく，今後の研究に期待したい．
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